
生き方の素敵なあの人、今、注目のこの人に

“節度ある好奇心"をもつて徹底インタビュー
根 僣 ‖

1973年 (昭和 48)11月 17日 東京
生まれ、小学校 6年生から習′よ野市ウ
香澄小学校 。第七中学校、県立船橋高

校普通科卒業後、 ^年間自宅浪人して
1智大学理工学部数学科入学。中退 し

て、アルバイ トしながら演奏活動を始

めました。大学の先輩はサックス奏者・

作|||1家の菊地成fLさ んです。

「音楽で世界を旅する」

」AZZギ タリスト

鈴木健也 さん

生涯をかけてできるものを求めて

この道にという鈴木さんに

夢を語ってもらいました

月
″

幼
い
頃
に
は
絵
を
描
い
て
ば
か
り
。

当
時

「お
坊
さ
ん
か
絵
描
き
に
な
り
た
い
」

と
、
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン

の
父
親
か
ら

「絵
描
き
は
金
に
な
ら
な
い
」

と
言
わ
れ
、
た
ど
り
着

い
た
の
が
ギ
タ
ー
。

部
屋
に

、
人
で
練
習
で
き
る
た
め
、
高
校
入

学
直
前
に
始
め
ま
し
た
。

今
で
も
阻
界
中
の
い
ろ
ん
な
音
楽
を
聴
き

ま
す
。
当
時
、
弟

二
人
が
い
た
香
澄

Ｆ
Ｃ

の
鈴
木
代
表
か
ら
頂
戴
し
た
ジ
ャ
ズ
ギ
タ
リ

ス
ト
、
Ｗ
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に
感
動
。

「
生
涯
か
け
て
で
き
る
も
の
」
、
翌
両
齢
に

な

っ
て
も
ア
ド
リ
ブ

（自
由
即
興
）
で
自
作

山
が

一
人
で
も
演
奏
で
き
る
音
楽
」
と
し
て

ジ
ャ
ズ
を
選
び
ま
し
た
。
自
分
の
ス
タ
イ
ル

で
自
由
即
興
で
き
る
の
に
は
、
か
な
り
の
年

数
が
…
な
ん
だ

っ
て
自
由
に
な
る
に
は

一
朝

一
夕
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

二
十
代
前
半
か
ら
六
年
間
、
鬱
で
服
薬
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
、
ギ
タ
ー
ど
こ
ろ
か
音

楽

も

聴

け
ず
、　
一
人

で
海

に
行

っ
て
ボ

オ
ー
ッ
と
過
ご
す
毎
日
。
断
楽
後
、
５０
建
体

重
も
減

っ
て
演
奏
活
動
を
再
開
。
こ
こ

一
年

間
は
、
ギ
タ
ー
講
師
の
他
、
月
に
千
葉
周
辺

十
ヵ
所
ほ
ど
を
チ
ッ
プ
制
で
回

っ
て
ま
す
。

な
の
で
、
若
輩
者
の
頃
か
ら
キ
ャ
リ
ア
は

＾
応
長
い
で
す
が
、
ブ
ラ
ン
ク
も
長
い
で
す
①

活
動
を
再
開
し
た
の
は
、
現
在
も
ア
ー
ト

ス
ペ
ー
ス

（稲
毛
オ
ー
プ

ン
ス
タ
ジ
オ
）
を

＾
緒
に
運
営
し
て
い
る
画
家
の
お
二
人
の
影

響
が
強
い
で
す
。
幼
い
頃
に
な
り
た
か
っ
た

画
家
の
方
、
黙
々
と
制
作
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
絵
画
作
品
か
ら
受
け
る
感
動
は
強
く
…

自
分
の
人
生
を
根
本
か
ら
覆
さ
れ
た
感
じ
で

し
た
。

こ
こ

一
年
間
、
画
家
の
加
藤
修
氏
、
版
画

家
の
山
田
治
作
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
捧
げ
た
自
作

曲

『
Ｖ

ｔ
ｏ
Ｍ
』
『
さ
か
な
、
そ
ら
、
つ
ち
、

か
ぜ
』
を
聴
い
て
も
ら
い
に
回
る

＾
人
旅
に

な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
鬱
の
時
期
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

い
ろ
ん
な
場
所

へ
演
奏
に
…
。
保
育
所
、
幼

稚
園
、
学
童
ル
ー
ム
、
病
院
、
高
齢
者
施
設
、

障
が
い
者
福
祉
施
設
、
就
労
支
援
作
業
所
な

ど
な
ど
。
特
に
学
校
に
行
く
の
を
諦
め
た
子

連
に
ギ
タ
ー
を
教
え
た
り
。
そ
れ
と
日
本
在

住

の
い
ろ
ん
な
外
国
人
が
集
ま
る
酒
場
や
、

駐
日
ラ
オ
ス
大
使
館
、
森
林
再
生
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
の
演
奏
。

そ
ん
な
経
験
が

翌
日
楽
で
世
界
を
旅
す
る
』

が
テ
ー
マ
の
、
私
の
ソ
ロ
ギ
タ
ー
演
奏
に
結

び

つ
い
た
の
で
し
ょ
う
。
砂
漠
、
草
原
、
山
岳
、

海
の
向
こ
う
、
国
境
を
越
え
て
…
。
た
ど
り

着

い
た
オ
ア
シ
ス
で
聞
こ
え
て
く
る
水
の
せ

せ
ら
ぎ
、
Ｌ
の
薫
り
、
喜
怒
哀
楽
あ
ふ
れ
る

音
楽
そ
し
て
、
静
寂
。
聴
い
て
い
る
方
々
が

旅
人
に
な

っ
て
、
そ
れ
を
感
じ
て
も
ら
え
た

はヽフ‥
・，ｃ
。

当
面

の
日
標
は
、
フ
ツ
ー
の
サ
ラ
リ
ー

マ

ン
の
両
親
に
、
自
分
の
生
き
方
を
納
得
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に

Ｃ
Ｄ

ア
ル
バ
ム
自
主
制

作
。
そ
れ
と
、
健
常
に
演
奏
活
動
を
続
け
る

こ
と
で
す
。

難
し

い
話
を
並

べ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
案
外
ひ
ょ
う
き
ん
な
人
間
で
す
。
な
の

で
、
気
楽
に
演
奏
場
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ほ
と
ん
ど
の
場
所
は
チ

ッ
プ
制

（投
げ
銭
）

で
す
。

習
志
野
市
で
は
、
京
成
人
久
保
駅
前
に
あ

る
ビ
ス
ト
ロ

Ｃ

ｏ
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ｆ
ｉ
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（習
志
野
市
大

久
保
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。
毎
月
第
二
金
曜
日
２。
時
か
ら

演
奏
し
て
い
ま
す
。

第
２３
回

卒
サ
ラ
を
考
え
る

は
ず
ん
だ
フ
オ
ー
ラ
ム

〈ど
う
す
る
あ
な
た
の
１０
万
時
間
〉

「船
橋
市
時
活
村
」
は
平
成
７
年
４
月

設
ゥ
。
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
な
ら
誰
も
が
経

験
す
る

「定
年
」
を
考
え
始
め
た
人
か
ら
、

既
に
定
年
に
な

っ
た
人
々
が

〈
定
年

＝

卒
サ
ラ
〉
と
い
う
共
通
項

で
、

ヒ
ュ
ー

マ
ン
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ぼ
う
と
い
う

集
ま
り
で
す
。

第
２３
回
フ
オ
ー
ラ
ム

・
開
催
日

６
月
２
日

（土
）

午
後
ｌ
時
３。
分
～
４
時
１０
分

・
会
場
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橋
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Ｊ
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津
田
沼
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ド
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徒
歩
５
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新
京
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新
津
田
沼
駅
下
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徒
歩
５
分

。
参
加
費

無
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催
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